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”
水
道

工
事
費
の
内
国
廊
補
助
を
差

引
い
た
分
を
分
担
金
と
し
て

徴
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

之
に

つ
い
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
条
例
で
す
が
’
こ

の
条
例
は
、
法
の
定
め
る
所

に

よ
り
、
委
員
会
は
公
聴
会

を
開
い
て
、
利
害
関
係
者
又

は
学
識
経
験
者
か
ら
’
こ
の

条
例
に
つ
い
て
の
賛
否
の
意

見
を
聞
い
た
上
で
な
い
と
、

決
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
つ

r

　
　
　
　
ー
’
／
’

（1）昭和36年10月1日報時代田／＜；s
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第
六
回
町
議
会
定
例
会
は
、

去

る
九
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ

前
刷
議
畏
死
亡
に
よ
り
欠
員
と

な
つ
て
い
た
後
任
副
譜
長
耀
挙

の
外
予
算
ご
件
、
契
約
ご
件
そ

の

他
1
件
を
原
案
通
り
可
決
し

た

外
、
簡
易
水
道
条
例
及
び
簡

易
水
道
分
担
金
徴
収
条
例
の
こ

件
は
特
別
委
員
会
を
設
け
、
之

に
審
査
を
付
能
す
る
L
t
と
に
な

り
ま
し
た
。
以
下
主
な
議
案
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て
一

　
原
沢
美
代
二
蹴
員
が
選
任
さ

　
れ
ま
し
た
が
、
原
沢
議
員
は

　
当
週
四
回
、
現
在
農
藁
委
員

　
会
長
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

二
、
簡
易
水
道
工
事
請
負
契
約

　
締
結
に
つ
い
て

　
申
央
地
区
簡
易
水
道
工
事
ぞ

　
一
千
六
百
八
拾
万
円
で
、
大

　
崎
町
の
太
洋
建
設
に
請
負
は

　
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
原

　
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
第
二
回
迫
加
更
正
予
算

　
今
回
の
追
加
額
は
一
六
＝
1
1

　
万
八
千
円
で
’
主
な
も
の
は

　
教
育
費
の
校
舎
建
築
費
四
二

　
五
万
、
公
営
住
宅
麹
設
費
六

　
六
四
万
等
で
今
回
の
迫
加
に

　
よ
り
1
般
会
計
予
算
総
額
は

　
、
六
千
万
円
余
と
な
り
ま
し

　
た
。

三
、
山
下
橋
架
替
工
事
請
負
契

　
約
に

つ
い
て

　
工
費
九
五
万
五
干
円
を
以
て

　
小
梅
枝
組
と
契
約
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
簡
易
水
道
給
水
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
本
町
簡
易
水

　
道
の
給
水
に
つ
い
て
の
、
料

　
金
の
徴
収
、
給
水
装
置
の
費

　
用
負
担
そ
の
他
水
道
管
理
上

　
必
要
な

事
項
を
定
め
た
条
例

　
で
、
審
査
に
慎
重
を
期
す
る

　
た

め
、
特
別
委
員
に
付
託
さ

　
れ
ま
し
た
。

五
、
簡
易
水
道
事
業
分
担
金
徴

　
収
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
条
例
も
申
央
地
区
簡
易

て

い
ま
す
。

公
聴
会
の
予
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
の
所
未
定
で
す
一

が
、
遅
く
と
も
十
月
の
申
旬

ま
で
に
は
開
か
れ
ろ
見
込
で

あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
し
て

意
見
を
述
べ
よ
う
と
お
考
え

の
方
で
、
条
例
の
内
容
等
を

知
り
た
い
と
考
え
て
お
い
で

の
方
は
、
ど
う
ぞ
、
餓
会
事

・
務
局
ま
で
お
い
で
下
さ
い
．

　
　
　
　
　
　

閾
会
事
務
局

花
や
か
な
　
　
i

第
二
回
町
内
バ
レ
ー
大
会

選
手
二
百
余
名
で
に
ぎ
わ
う

上
手
に
な

つ
た
婦
人
チ

ー
ム

　
今
年
の
町
内
バ
レ
ー
大
会
は

去

る
九
月
三
日
、
田
代
小
学
校

校
庭
に
於
い
て
、
昨
年
に
引
き

つ
づ
き
第
ご
回
目
が
、
出
場
選

手
二
百
三
十
余
名
を
迎
え
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　

H
十
ニ
チ
ー
ム
の
う
ち
八
チ

＿
ム
は
婦
人
会
で
占
め
た
が
、

一
般
の
チ

ー
ム
は
例
外
と
し
て

こ
の
婦
人
会
チ
ー
ム
が
、
昨
年

に

比
べ
技
術
の
向
上
が
目
立
ち

優
勝
は
、
鶴
園
婦
人
会
に
決
つ

F

た
も
の
～
、
最
後
の
決
定
戦
に

残
つ
た
、
鶴
園
、
平
石
、
橋
ノ

ロ
、
こ
の
三
チ
ー
ム
は
ど
れ
も

接
戦
で
、
見
て
い
る
人
遠
も
「

プ

ロ

レ

ス
よ
り
何
よ
り
面
白
い

」
と
云
つ
て
’
皆
ん
な
我
れ
を

忘
れ
て
応
扱
し
て
居
た
。

　
閉
会
式
も
「
来
年
度
は
よ
り

l
腐
の
発
展
を
望
む
」
と
ゆ
う

公
民
館
長
の
力
強
い
挨
拶
で
、

午
后
五
時
に
無
事
終
了
し
た
。

優
勝
11位三位

一
般
の

都

優
勝
二
位

鶴
園
チ
・
ム

平
石
チ
ー
ム

橋
ノ
ロ
チ
」
ム

田
代
小
A
チ
ー
ム

田
代
高
校
チ
ー
ム

女
子
学
生
の
部

1写真（よ）小組食：圭二迩．とレて珍ら．レくも1ナニムf目場し．．蘭
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　　　　風景

　
優
勝
．
平
石
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
橋
ノ
ロ
チ
ー
ム
’

青
年
の
部

優
勝

　
　
大
原
チ
ー
ム

　
タ

小
組
合
の
部

　
柴
立
が
一
チ
ー
ム
奮
つ
て
出

　
場
し
て
い
た
“
い
た
印
に
’

　
優
勝
酒
を
贈
つ
た
。
　
　
－

以
上
の
入
賞
チ

ー
ム
の
外
、
婦

人
会
で
は
、
柴
立
、
上
柴
立
、

中
村
、
上
原
、
一
般
で
は
、
田

代
高
校
生
徒
、
大
原
小
申
、
田

代
中
、
田
代
小
B
、
女
子
学
生

で

は
、
鶴
園
’
西
中
郡
、
長
谷

、
育
年
で
は
川
原
、
麓
が
そ
れ

ぞ
れ
自
場
し
て
熱
戦
を
展
5
8
し

た
。

柴

立
．
芳
文
氏
よ
り
寄
付

亡
母
の

香
典
返

し
と
し
て

田
代
小
学
校
へ
　
壱
万
円

田
代
申
学
校
へ
　
壱
万
円

田
代
町
公
民
館
へ
弐
万
円

に
紹
介
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
田
代
小
学
校
で
は
、
講
堂
の

正
面
に
大
家
の
「
書
」
と
「
画

」
を
掲
げ
、
子
供
遠
の
目
標
と

情
操
を
培
う
セ
め
に
、
永
く
記

念
と
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
田
代
中
学
校
で
は
「
柴
立
文

　
　
　
　
　
　
l
g
s
w
．

庫
」
と
し
て
図
書
室
に
備
え
、

生
徒
の
続
併
指
導
に
役
立
て
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
町
公

民
館
で
は

「
柴
立
文
庫

」
と
し
て
世
界
各
国
の
偉
人
伝

を
揃
え
ま
し
た
。
物
質
文
明
に

溺

れ
て
人
心
の
乱
れ
勝
ち
な
世

相
の
中
で
、
こ
の
伝
記
物
は
、

皆
さ
ん
に
闇
夜
の
灯
と
し
て
親

し
支
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

　
や

さ
し
い
文
章
で
、
し
か
も

面
自
い
読
み
物
で
す
か
ら
ど
し

ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
県
畿
の
柴
立
芳
文
氏
は
、
亡

母
の
葬
儀
に
際
し
、
香
典
返
し

と
し
て
表
記
の
と
お
り
寄
付
を

し
て
戴
き
ま
し
た
の
で
、
こ
、

当
り
O
、
四
頭
の
生
産
で
し
か

な
い
の
で
す
。

今
後
の
農
業
経
営
は
畜
産
と
果

樹
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
日
本
農

業
の
中
で
本
町
が
取
り
入
れ
る

も
の
は
和
牛
と
肉
豚
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
現
在
の
肉
豚
を

引
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
た

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
価
格
で
肉

豚
を
引
合
う
よ
う
に
す
る
事
が

出
来
た
時
、
始
め
て
安
定
し
た

養
豚
に
な
り
本
町
農
業
の
方
向

が
定
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
さ
て
引
合
う
養
豚
は
如

何
に
す
べ
き
か
皆
様
と
共
に
研

究
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
論
か
ら
串
し
ま
す
と
事
故
を

起
さ
ず
主
と
し
て
自
給
飼
料
で

一
万

三
、
O
O
O
円
位
に
売
れ

ば
よ
い
こ
と
L
J
な
り
ま
す
。

1頭
九
o
キ
ロ
に
な
せ
ば
、
最

底
】
万
l
l
l
、
　
O
O
O
円
は
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か

、
そ
こ
で
白
給
飼
料
を
反
当
十

頭
分
作
れ
ば
反
収
四
万
円
と
云

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
反
当
り

十
頭
分
の
飼
料
は
是
非
作
れ
る

農
家
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

g
と
思
い
ま
す
。

馬
鈴
薯
の
後
に
カ
ボ
チ
ヤ
や
甘

薯
等
の
値
付
け
、
特
に
夏
期
飼

料
の
準
備
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
早
期
水
稲
の
後
作
に
秋
馬

鈴
薯
、
カ
ン
ラ
ン
、
ロ
モ
ン
ベ

ツ

チ
”
ル
タ
パ
カ
、
レ
ン
ゲ
草

燕
麦
等

蚤
白
に
富
む
飼
料
を
年

三
毛
作
四
毛
作
と
し
、
豚
舎
か

ち
産
す
る
糞
尿
を
田
畑
に
返
し

て
や

れ
ば
年
問
反
当
り
十
頭
分

の
粗
飼
料
は

む
つ
か
し
い
事
で

は

な
い
と
思
い
ま
す
。
養
豚
は

反
当
り
何
頭
の
飼
育
が
出
来
る

か
に
依
つ
て
成
績
は
決
ま
る
と

思
い
ま
す
。
．
反
当
り
十
五
頭
の

飼
育
が
出
来
ま
す
れ
ば
そ
の
飼

料
畑
ぼ
反
収
六
万
円
の
収
入
と

な

る
の
で
す
。
豚
を
銅
え
ぱ
も

う
け
る
式
で
な
く
、
反
当
何
頭

飼
え
る
か
の
研
究
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。

グ
ル
ー
プ
で
特
定
の
畑
を
一

人
五
畝
歩
位
宛
定
め
年
間
何
作

も
し
て
収
穫
直
前
の
刈
り
試
め

し
堀
り
だ
め
し
を
し
て
一
作
毎

　
　
　
肉
豚
共
済
事
業
を
始
め
て
か

　
　
ら
七
ケ
月
余
り
其
の
間
加
入
さ

　
　
れ
た

豚
が
一
四
〇
〇
頭
余
り
で

　
　
此
の
一
年
間
本
町
の
肉
豚
飼
育

　
　
は

大
変
な
伸
び
を
な
し
て
来
ま

　
　
し
た
。
一
年
㎜
の
総
飼
育
頭
数

　
　
は
l
l
l
、
　
O
O
O
p
t
．
を
越
す
勢
い

　
　
で
あ
り
ま
す
。
此
れ
は
、
町
当

　
　
局
の
指
導
、
農
協
の
融
資
共
済

　
　
の
保
険
こ
の
三
者
の
協
力
と
’

　
　
肉
豚
価
格
に
依
る
町
内
農
家
の

　
　
熱
意
の
賜
も
の
だ
と
信
じ
ま
す

旬
゜

　0
　
然
し
こ
の
当
り
で
養
豚
の
反

σ
省
を
し
て
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

　
　
い
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

←総
括
的
に
見
て
町
外
か
ら
導
入

ヱす・
援
五
・
・
e
s
P
l
l
O
O

万
円
町
外
か
ら
の
購
入
飼
料
八

o
o
万
円
、
売
上
は
一
頭
一
万

l
u
、
　
o
o
o
円
と
し
て
三
、
O

O
O
頭
で
三
、
九
〇
〇
万
円
、

差
引
二
、
九
〇
O
万
円
は
町
内

か
ら
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

出
来
て
い
な
か
つ
た
事
や
、
昨

年
秋
か
ら
、
本
年
三
月
頃
迄
で

購
入
し
た
仔
豚
が
非
常
に
高
か

つ
た

事
等
で
最
近
出
荷
す
る
肉

豚
は
引
合
わ
な
か
つ
た
と
云
う

人
も
あ
る
よ
う
で
す
。
更
に
共

豚
は

価
格
の
変
動
が
激
し
い
の

で
す
が
最
近
は
消
費
の
伸
び
と

共
に
都
市
の
貯
蔵
施
設
も
完
備

さ
れ
つ
～
あ
り
ま
す
の
で
現
在

程
度
の
価
格
を
上
下
す
る
の
で

は
な
い
で
し
，
よ
う
か
。
又
今
後

ld
r
t
t
i
、
t
－
t
‖
M
T
i
－
、
、
、
l
l
n
y
“
、
、
、
、
i
l
t
t
、
”
－
－
、
、
、
t
、
－
－
、
t
t
i
、
”
－
－
－
t
t
i
t
t
M
、
l
t
”
”
－
t
l
－
t
、
ー
t
、
、
l
‖
i
v
a
－
－
－

＠
き
◎
う
⑧
の

飼

い
方

万
I
の
こ
と
を
考
え

　
先
づ
共
済
加
入

と
自
給
飼
料
か
ら

共済だより

　　その3

ま
す
か
ら
、
総
体
的
に
は
非
常

に

良
い
結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
個
々
に
於
い
て
は
色
々
閥

題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

特
に
粗
飼
料
と
し
て
の
澱
紛
粕

の
不
足
で
他
に
粗
飼
料
対
策
が

同
に
よ
る
多
頭
飼
育
を
始
め
ら

れ
た
方
に
は
設
備
資
金
に
掛
過

ぎ
た
き
ら
い
も
あ
り
ま
す
o
．

然
し
こ
れ
で
豚
は
も
う
駄
目
だ

と
諦
ら
め
る
の
は
早
計
だ
と
思

い
ま
す
。

の
消
費
の
伸
び
は
国
民
所
得
の

伸
び
と
共
に
必
ず
伸
び
る
ど
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ソ
マ
ー
ク

で
は

国
民
1
人
当
り
年
r
、
六

頭
と
云
わ
れ
ま
す
。
本
町
は
農

村
地
帯
で
あ
り
な
が
ち
年
一
人

し
か
も
、
安
く
一
月
で
も
早
く

九
o
キ
ロ
位
に
育
成
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

一
番
目
の
事
故
の
こ
と
に
付
い

て
は
共
済
で
仔
豚
代
金
の
五
％

で
保
険
に
入
れ
ま
す
の
で
絶
対

安
心
で
あ
り
ま
す
。

次
に
今
迄
澱
粉
粕
を
主
に
し
た

粗
飼
料
を
自
給
す
る
こ
と
で
す

o

，
一
ぽ
歩
か
ら
1
　
o
l
－
の
肉
豚

を
飼
育
す
る
位
の
飼
料
を
作
り

出
す
こ
と
で
す
。
一
頭
の
仔
豚

代
金
を
四
、
　
o
o
o
円
、
購
入

飼
料
が
一
頭
当
り
二
、
O
O
O

円
、
自
給
粗
飼
料
，
w
四
、
　
o
o

o
円
飼
育
労
賃
が
二
、
O
O
O

円
、
其
の
他
の
費
用
を
一
、
O

o
o
円
位
と
す
る
と
、
成
豚
を

に

反
当
り
の
収
投
を
計
り
年
間

の
競
作
会

を
す
る
C
と
も
良
い

で
し

よ
う
H
来
れ
ぼ
役
場
、
農

協
が
主
催

さ
れ
賞
品
で
も
戴
け

れ
ぱ
更
に
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
。最
後
に

二
月
か
ら
の
共
済
加
入

分
の
肉
豚
の
死
亡
と
治
療
費
を

一

記
し
て
参
考
に
供
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
総
べ
て
共
済

よ
り
支
払
い
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
，

　

最

近
、
農
業
は
成
長
産
業
の

＝
蕃
手
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
つ
て
来
た
。

一

将
来
の
食
坐
活
の
而
で
、
果
実

や
、
肉
類
や
、
乳
製
品
の
需
要
　
．

が
憎
加

し
て
来
る
と
い
う
見
方

か
ら
で
あ
る
’
“

　

今
ま
で
の
米
づ
く
り
は
副
業

的
な
も
の
に
な
り
、
果
樹
経
営

、
主
畜
経
営
と
い
う
方
向
に
、

農
業
経
営
が
変
つ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
識
者
は
異
口

同
音
に
ヨ
つ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
誰
も

反
対
で
な
Y
、
そ
の
様
に
9
つ

て
行
く
た
め
に
努
力
し
つ
、
あ

る
。
し
か
し
、
果
樹
や
畜
産
に

し
て
も
、
一
挙
に
収
益
が
あ
が

る
も
の
で
も
な
い
、
金
と
時
間

と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
：

早
い
話
し
が
、
わ
が
町
の
産
業

振
興
五
ケ
年
計
画
の
畜
産
部
門

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
資

金
は
、
今
後
、
ザ
ツ
と
計
算
し

て
見
て
も
、
1
’
億
五
千
万
円
以

上
が
必

要
で
あ
る
。
わ
れ
く

が
約
十
五
年
か
、
つ
て
蓄
め
た

農
協
へ
の
貯
金
は
六
千
万
円
余

で
あ
る
、
こ
の
数
字
か
ら
行
く

と
、
後
二
十
年
か
～
ら
な
い
と

薇
め
ら
れ
な
い
勘
定
に
な
る
。
．

　

金
と
時
間
の
余
裕
が
出
て
来

た

と
し
て
も
’
人
の
不
足
を
、

ど
う
解
決
し
て
行
く
か
？
、

こ
の
閥
題
が
一
番
、
重
要
で
あ

る
．
　

現
在
、
本
町
の
青
年
団
員
σ

数
は
男
女
併
せ
て
、
八
十
六
名

だ
と
い
う
。
又
、
毎
年
高
校
を

卒
業
し
て
行
く
も
の
で
、
農
村

に
と
ど
ま
る
も
の
は
本
県
で
、

昭
和
三
〇
年
度
で
三
六
％
で
三

五
年
度
は
九
、
七
％
だ
つ
た
と

い
う
。

　

幸
い
に
残
つ
て
い
る
冑
年
達

は
、
農
業
経
営
に
あ
る
程
度
の

意
慾
を
も
つ
た
人
遼
で
あ
，
o
。
　
1
．

農
業
を
真
に
成
畏
さ
せ
る
た
め

に

は
、
先
づ
こ
れ
等
の
青
年
を

ど
う
育
て
～
行
く
か
が
、
最
初

の
課
題
で
あ
る
。

　

自
営
者
ク
ラ
ブ
等
へ
の
物
心

死
亡
四
〇
頭
共
済
金
一
九
一

　
t
t
、
O
O
O
円

治
療

費
1
O
三
、
六
七
〇
円 而

面
の
援
助
も
必
要
で
あ
り
、
－

こ
れ
ら
に
も
つ
と
筋
金
を
入
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
又
青
年
も
青

年
団
の
組
織
を
守
る
こ
と
の
み

に

頭
を
痛
め
る
必
要
は
な
い
の

で
は

な
い
か
、
近
代
化
の
に
な

い
手
と
な
る
こ
れ
ら
若
い
世
代

の
奮
起
と
、
援
助
を
望
む
事
切

な
り
。

．

●

－
”
　
j

’
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（2）昭和36年10月1日報時代田（109号）
、

　
　
‖
澗
掲
蝋
舗
w
出
糠
粒
“
，
、
鴇
’

源繊
糊
繍
櫨
裟
鰻
聡
鞭
卿

牛
馬
豚
を
お
も
ち
の
皆
さ
ん

無
機
物
と
ば
何
か
。
簡
単
に
言

え
ば
動
物
を
焼
い
た
時
に
残
る

灰
で
あ
る
。
其
の
貴
は
全
動
物

体
の
約
四
％
を
占
て
居
る
。
量

は

少
な
い
が
動
物
生
理
上
重
要

な

意
味
を
持
つ
て
い
ま
す
。

無
械
物
申
の
八
〇
％
は
燐
酸
石

灰
で
あ
る
。
石
灰
と
燐
酸
の
比

率
は
l
：
1
で
あ
る
。

そ
れ
で
我
々
の
給
与
す
る
飼
料

中
に
も
石
灰
と
燐
酸
は
ほ
ぼ
等

世
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
わ
け
で
あ
る
。
然
し
な
か

く
そ
う
う
ま
く
い
つ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
例
へ
ば
当
地
方

で
最
も
愛
用
さ
れ
て
い
る
米
ぬ

か
の
石
灰
と
燐
酸
の
比
率
は
な

ん
と
マ
・
四
六
で
あ
る
。
又
生

産
牛
、
肥
育
牛
と
も
に
多
抵
に

使
わ
れ
て
い
る
麦
類
に
し
て
も

其
の
比

は
l
：
1
六
で
あ
る
．

今
田

代
町
内
に
於
て
は
約
六
五

〇
〇
石
の
米
が
精
白
さ
れ
る
と

推
定
す
れ
ぱ
そ
れ
か
ら
1
8
る
米

ぬ
か
は

五
六
一
六
〇
㎏
の
多
世

に
達
す
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
町

内
で
消
費
さ
れ
て
居
る
の
で
其

の
申
に
含
ま
れ
る
二
三
八
二
㎏

の
燐
酸
も
町
内
の
家
畜
に
与
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
に
対
抗
す
べ
き
石
灰
飼
料
が

与
へ
ら
れ
て
い
る
で
し
よ
う
か

。

否
で
あ
る
。
町
内
で
販
売
さ

れ
で

い
る
ヨ
ー
ソ
カ
ル
、
ナ
ー

リ
ン
、
コ
ロ
イ
カ
ル
等
の
石
灰

飼
料
は
僅
か
に
九
八
．
O
㎏
で
必

要
量
の

言
分
の
一
で
そ
れ
も
研

iec的
な
農
家
の
一
部
に
利
用
さ

れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
カ
ル

シ

ウ
ム
不
足
の
結
果
は
骨
軟
症

、
繁
殖
率
の
低
下
’
仔
牛
の
発

育
不
良
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗

力
の
減
退
と
な
つ
て
現
れ
る
。

又
米
ぬ
か
の
多
給
に
ょ
る
燐
酸

の
増
加
、
苦
土
の
増
加
　
冬
の

青
刈
飼
料
の
サ
サ
築
の
多
給
に

よ
る
硅
酸
の
過
剰
等
は
体
液
の

酸
性
化
を
来
た
し
流
産
、
受
胎

不
良
と
な
ち
辿
産
を
不
可
能
に

す

る
。
生
産
地
帯
を
本
命
と
す

る
本
町
に
於
て
は
こ
の
カ
ル
シ

ウ
ム
不
足
は
先
づ
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
思
う
。

そ
の
対
策
と
し
て
は
勿
論
コ
ロ

イ
カ
ゥ
の
よ
う
な
石
灰
飼
料
と

し
て
与
え
て
も
良
い
が
、
そ
れ

よ
り
も
植
物
体
と
し
て
与
え
た

方
が
家
畜
生
理
上
賢
明
で
あ
る

　
そ
れ
に
は
早
期
水
稲
後
の
飼

料
作
を
先
づ
取
り
上
げ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
ま
め
科
の
草
に

は
石
灰
が
燐
酸
の
四
倍
以
上
含

ま
れ
又
良
質
の
た
ん
ぱ
く
を
エ

ン

バ

ク
の
約
二
倍
含
ん
で
居
り

ま
す
。
冬
は
ク
ロ
ー
バ
ー
、
ベ

ツ

チ
、
レ
ソ
ゲ
、
夏
は
育
刈
大

豆
、
グ
ズ
を
栽
培
し
給
与
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
家
畜
は
健
康
に

な
り
’
i
繁
殖
率
は
向
上
し
生
産

2
9
は
軽
減
さ
れ
畜
産
の
田
代
と

し
て
名
実
共
に
健
全
な
発
展
が

期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

因
み
に
申
し
ま
す
と
但
馬
牛
と

し
て
天
下
に
名
高
い
兵
庫
県
但

馬
地
方
は
土
質
が
石
灰
岩
地
帯

で
同
じ
草
で
も
但
馬
地
方
の
草

は

他
所
の
草
よ
り
も
石
灰
を
多

く
含
ん
で
い
る
由
で
あ
る
。

石
灰
と
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
酸
化

物
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
田
代
高
校
　
松
下
静
次

県
下
に

た
だ
一
ケ
所

ク

　
”
ク
　
”
”
　
久

高

校

開

放

講

座

開
講
式

盛
大
に

行
わ
る

県
社
会
教
育
課
長
を
迎
え
て

　
田
代
窩
校
に
お
け
る
文
部
省

指
定
の
開
放
講
座
に
関
し
て
そ

の
主
旨
や
方
法
に
つ
い
て
先
月

号
で
お
知
ら
せ
致
し
て
お
き
ま

し
た
が
そ
の
6
8
講
式
が
去
る
九

月
十
二
日
8
8
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
そ
の
模
様
を
お
知
ら
せ
致
し

た

い
と
思
い
ま
す
。

最
初
聴
講
生
は
四
十
名
位
の
予

定
で
し
た
が
教
育
委
貝
会
で
募

集
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
七
七
名

の
多
き
に
達
し
ま
し
た
先
ず
農

業
の
近
代
化
に
挺
身
し
様
と
す

る
成
人
の
方
々
の
意
気
旺
ん
な

る
を
思
わ
さ
れ
喜
び
に
絶
え
な

い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
当
日
は
事
の
重
要
性
を
認
識

さ
れ
多
数
の
来
賓
が
列
席
さ
れ

午
前
九
時
に
小
川
公
民
館
長
の

開
会
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
小
牧

教
育
畏
神
田
高
等
学
校
長
の
近

代
農
業
の
進
め

方
に
た
ず
さ
わ

る
農
民
の
心
が
ま
え
に
つ
い
て

激
励
の
言
葉
が
あ
り
つ
い
で
県

ほ社
会
教
育
課
長
川
村
純
二
氏
の

農
業
の
近
代
化
に
対
処
す
る
膿

村
社
会
に

つ
い
て
と
の
演
題
の

下
に
舗
演
に
移
り
ま
し
た
。

氏
は

御
承
知
の
通
り
先
般
米
国

を
視
察
さ
れ
つ
ぶ
さ
に
向
う
の

教
育
文
化
産
業
の
状
況
を
見
聞

さ
れ
又
股
村
の
状
況
も
視
察
し

て
帰
国
さ
れ
た
本
県
に
お
け
る

社
会
教
育
家
と
し
て
そ
の
識
見

一と
手
腕
は
誠
に
令
名
が
高
く
そ

の
潟
欝
を
か
た
む
け
ら
れ
た
講

演
で
あ
り
ま
し
て
ア
メ
リ
カ
の

状
況
を
お
り
混
ぜ
現
在
日
本
の

社
会
情
勢
や
豊
村
の
状
況
を
話

さ
れ
明
治
の
中
期
に
お
け
る
麗

児

島
の
農
業
は
当
時
全
国
の
先

端
澄
い
つ
た

も
の
で
あ
り
近
代

　
メ
農
粟
を
推
進
し
て
い
る
の
は
鹿

児
島
県
で
あ
る
と
心
あ
る
他
県

の
人
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
時
期

が
あ
つ
た
と
語
ら
れ
こ
の
様
な

歴
史
を
も
つ
我
々
は
こ
の
時
に

当
り
深
く
肝
に
銘
じ
て
盛
り
上

る
力
で
他
産
業
に
負
け
な
い
様

に

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
を

重
ね
農
業
所
得
の
向
上
に
努
力

す
べ
き
で
あ
る
N
力
説
さ
れ
こ

の
開
放
講
座
が
優
秀
の
美
を
お

さ
め
る
様
に
言
わ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
間
実
に
二
時
間

温
蓄
の
あ
る
聞
き
ご
た
え
の
あ

る
話
で
聴
講
さ
れ
た
人
々
は
ま

ん
じ
り
と
も
せ
ず
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
終
始
耳
を
か
た
む
け

ら
れ
深
く
肝
に
銘
じ
ら
れ
た
様

で

あ
り
ま
し
た
。
次
に
今
後
の

講
座
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
討

賭
を
重
ね
最
後
に
荒
ぶ
不
文
教
委

員
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
が
あ
つ

て

正
十
二
時
終
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
ラ

ジ

オ
農
学
校
の
現

地
研
修
会
が
行
わ
れ
神
田
高
等

学
校
長
の
田
代
町
に
お
け
る
営

“

≡
≡

≡
≡

≡
≡

≡
ヨ

≡
1；
≡

i
≡

l
l

｜

町
畜
産
共
進
会

を
本
年
度
よ
り

農
協
が
主
催
す

る
こ
と
に
な
り

九
月
十
四
日
田
代
中
学
校
グ
ヲ

ン

ド
に
於
い
て
、
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
租
別
の
出
陳
は
地
区
に
て
入

賞
し
た
。
和
牛
六
八
、
肥
育
牛

六
、
馬
十
1
、
豚
二
十
四
、
E

羊
一
、
鶏
三
、
合
a
t
l
1
1
二
点

が
出
陳
さ
れ
、
上
位
を
き
そ
つ

た
が
、
入
賞
は
次
の
通
り
で
、

団
体
の
部
で
は
川
原
地
区
が
栄

冠
を
お
さ
め
、
新
調
の
優
勝
旗

を
、
叉
町
長
賞
と
し
て
優
勝
盾

が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。

仰
審
査
長
、
郡
畜
連
竹
内
技
師

よ
り
、
今
後
の
畜
産
は
肉
質
を

本
位
と
し
て
の
改
良
を
加
へ
て

進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

本
町
の
畜
産
も
、
飼
育
農
家
全

部
が

こ
の
様
な
考
へ
を
、
1
つ

に

し
て
、
種
畜
の
導
入
及
飼
育

管
理
に
努
力
し
、
研
究
す
る
様

と
の
講
評
が
あ
つ
た
。

　
個
人
入
賞
者

和
゜
牛
当
才

一
等
辺
志
切
清
文
　
瀬
之
口
栄

ご
等
松
崎
次
夫
　
山
元
砂
雄

　
　
舞
原
勇
助
　
小
路
滴
次
郎

　
　
舞
原
弥
一

　
　
早
瀬
　
勇

三
等
近
川

武
男

　
　
申
園
伴
吉

　
　
横
原
長
吉

和
牛
三
才

群
竪

新

村
進

武
田
良
江

唐
仁
原
実
友

一
等
大
浦
地
文
夫
宮
園
秀
吉

三
等
袖
山
栄
吉
　
　
森
　
池
並

　
　
瀬
口
政
雄
　
申
缶
薫

成
牛
一
等
水
流
市
蔵
　
辺
志
切
清
文

　
　
水
流
市
蔵

二
等
宮
原
政
道
　
舞
原
正
一

　
　
郡
山
福
己
小
路
政
雄

　
　
松
崎

次
夫
金
子
貢

三
等
近
川
盛
宗
，
袖
山
栄
吉
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竹
直
弘

三
等

山
政
熊

　
　
舞
原
弥
一

　
　
山
田
藤
富

　
　
大
垣
厚
志

和
牛
二
才

一
等
久
保
久
志

中
野
利
夫

前
之
園
次
夫

上
吹
越
清
香

　
　
　
　
　
　
　
袖
山
栄
吉

二
等
水
璽
〔
霞
五
夫

　
　
久
保
藤
雄
　
　
早
瀬
正
己

　
　
松
下
直
助

　
袖
山
穂

三
等
舞
原
一
己
　
　
舞
原
鉄
二

　
’
尾
之
後
幸
一
郎

　
　
湯

ノ
谷
貞
吉

　
　
近
川
熊
次
郎
　
窪
　
敵
吉

　
　
永
野
重
範
　
　
徳
永
勝
美

　
　
新
村

進
　
舞
原
勇
助

中
岳
喜
之
亟
　
舞
原
弥
市

近
川
盛
宗
坂
元
長
右
工
門

　
　
牧
原
善
太
郎

　
　
秋
山
正
行

　
　
久
保
藤
雄

肥
育
牛
　
雌

一
等
猪
ケ
倉
豊

二
tw川
l
j
　
．
．
甫
－
．

　
　
　
　
　
ノ
駆

阜
瀬
栄
蔵

上
原
正
春

，r
　
　
ψ
〆’fi＼

三
等
原
沢
　
幸
鎌
田
純
一

肥
育
牛
’
去
勢

一
等
原
沢
幸

二
等
猪
ケ
倉
明

馬
・
当
才

一
等
白
桃
窟
吉
小
路
政
雄

二
等
山
田
森
次
小
園
　
叶

　
　

上
原
義
己

成
馬
一
等
辺
志
切
清
吉
　
小
園
　
叶

二
等
小
路
政
雄
　
　
上
原
義
己

三
等
山

田
森
次
　
　
久
保
豊
彦

豚
　
八
ヶ
月
未
満

一
等
原
　
璽
子

二
等
山
上
三
郎
　
梅
元
　
虎

三
等
小
牧
房
江
　
大
垣
厚
志

豚
　
八
ケ
月
以
上

一
等
申
村
一
夫
小
牧
フ
サ
ェ

11等
西
　
秀
徳
　
早
瀬
和
雄

　
　
申
園
利
美
　
　
田
代
高
校

　
　

秋
山
正
行

d
i
’
J
、
－
”
e
’
，

．
　
　
　
」

三
等
秋
山
正
行
坂
元
十
一
郎

　
　
栗
脇
辰
吉
　
栗
脇
栄
吉

農
改
善
に
つ
い
て
の
話
し
に
う

つ
り
田
代
町
今
後
の
畜
産
や
園

芸
普
通
作
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

本
町
今
後
の
農
業
経
営
の
進
め

方

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
見
解
の
表
明
が
あ
り
午
後
四

時
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　

’
道
路
を
広
く

V
v
J
V
V
v
l

　
ラ
ラ
　
　

使
い
ま
し
よ
う

v
．
t
　
v
l
　
V
　
V
　
V

お
互
い
に
　
　
　
、

　
　

ゆ
ず
る
心
で

　
　
　
田
代
巡
査
駐
在
所

狭
く
て
悪
道
路
と
い
う
の
が

日
本
の
道
路
の
代
名
詞
な
か

で
も
鹿
児
島
県
の
道
路
は
日

本
一
孤
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
狭
い
道
路
に
か
つ

て
に
物
を
置
い
た
り
道
路
で

作
業
を
し
た
り
車
庫
が
わ
り

に
車
を
と
め
た
り
じ
た
ら
ど

う
な
る
の
で
し
よ
う
。
交
通

事
故
が
超
る
の
も
あ
た
り
ま

え
で
す
ね
。

道
は
で
き
る
だ
け
広
く
み
ん

な
が
安
心
し
て
通
れ
る
よ
う

g
e
い
た
い
も
の
で
す
。

◎
　
四
倍
に
ふ
え
た
パ
イ
ク
盗

　
　
　
ね
ら
わ
れ
る
未
登
録
車

　
さ
い
き
ん
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗

　
難
が
非
常
に
ふ
え
て
い
ま
す

　

こ
と
し
の
1
月
か
ら
六
月
ま

　
で
に
県
内
で
盗
ま
れ
た
オ
1

　

ト
パ
イ
が
四
二
〇
台
し
か
も

　
月
ご
と
に
急
ピ
ッ
チ
に
ふ
え

　
る
」
方
で
六
、
七
月
に
は
月

　
平
均
八
〇
台
が
え
じ
き
に
さ

　
れ
て

い
ま
す
。
ち
よ
う
ど
一

　
年
前
は
1
1
0
〈
n
の
割
で
し
た

　
の
で
四
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
つ

　
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
比
ぺ
る
と
パ
イ
ク
の

　
弟
分
に
あ
た
る
自
転
車
は
三

　
年
前
登
録
を
実
施
し
て
か
ら

　
盗
ま
れ
る
も
の
が
三
分
の
一

　
以
下
に
へ
つ
て
そ
の
ま
ま
の

　
状
態
を
つ
づ
け
て
い
る
よ
う

　

で
す
。

　
そ
れ
で
オ
ー
ト
パ
イ
を
買
っ

　

た
ら
す
ぐ
自
転
車
店
で
登
録

　

を
し
て
盗
ま
れ
な
い
よ
う
し

　

て
下
さ
い
登
録
を
し
て
い
な

　

い
車
は
す
ぐ
ね
ら
わ
れ
る
の

　

で
す
。
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一
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中
野
ミ
チ
エ
さ
ん
　
　
川
　
　
　
　
　
　
よ
り
寄
付
　
　
　
一
…
　
　
　
亡
主
人
の
香
典
返
し
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
．

　
雛
　
㎜
　
　
が
当
る
、
　
剛
　
　
　
　
ね
ず
み
く
　
㎜
　
　
じ
が
発
行
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
す

ね
ず
み
の
シ
ツ
ポ
一
本
と
く
じ
一
枚
と
役
場
で
交
換
し
ま
す
の
で
持
参
く
だ
さ
い
。
右
の
外
個
人
賞
、
部
落
賞
も
準
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
民
生
課

r


